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向
田
議
員―

営
農
型
太
陽

光
発
電
（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
）
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

安
来
の
地
域
特
性
を
生
か
し

た
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。 

 

細
田
農
林
水
産
部
長―

現

在
、
本
市
で
は
約
１
・
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
面
積
で
サ
カ
キ
等

の
花
木
、
椎
茸
な
ど
が
生
産
さ

れ
て
い
る
。
農
業
者
の
所
得
向

上
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
解
消
の
役
割
が
期
待
で
き

る
半
面
、
日
照
の
関
係
で
栽
培

品
目
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
や

農
業
地
区
域
内
の
効
率
的
な

耕
作
に
課
題
が
あ
り
、
現
段
階

で
は
、
農
用
地
で
の
営
農
で
収

益
を
上
げ
る
た
め
の
支
援
を

基
本
に
し
て
い
き
た
い
。（「
向

田
さ
と
し
の
議
会
だ
よ
り
」
よ

り
） 

 

宮
脇
議
員―

家
庭
不
燃
粗

大
ご
み
の
搬
出
者
は
市
役
所

窓
口
で
処
理
手
数
料
を
支
払

う
か
、
電
話
で
申
し
込
み
、
郵

送
さ
れ
た
納
付
書
で
手
数
料

を
支
払
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
納
付
場
所
は
市
役
所
本
庁

舎
、
支
所
、
山
陰
合
同
銀
行
、

Ｊ
Ａ
な
ど
の
金
融
機
関
に
限

ら
れ
、
車
な
ど
交
通
手
段
を
持

た
な
い
人
に
は
納
付
場
所
ま

で
遠
く
不
便
な
状
況
が
あ
る
。

各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

の
納
付
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。 

 

環
境
生
活
部
長―

現
在
、
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
の
申

込
件
数
は
少
な
い
状
況
で
は

あ
る
が
、
今
後
、
高
齢
化
が
進

む
に
つ
れ
て
納
付
場
所
ま
で

出
か
け
る
の
が
困
難
な
人
が

増
え
る
と
認
識
し
て
い
る
。
関

係
各
課
で
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
の
納
付
を
検
討
し
た

い
。（「
宮
脇
や
す
ろ
う
議
会
報

告
」
よ
り
） 

 

１
０
月
１
３
日
の
市
議
会

全
員
協
議
会
で
、
上
水
道
料
金

の
免
除
を
行
う
方
針
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
来
年
１
月
～
４

月
分
の
基
本
料
金
が
対
象
。 

基
本
料
金
は
水
道
の
口
径

に
よ
り
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

一
般
家
庭
で
は
１
ヶ
月
１
３

７
５
円
に
な
り
ま
す
。
水
道
未

接
続
の
家
庭
は
、
水
道
課
へ
申

請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申

請
す
る
と
基
本
料
金
相
当
分

（
５
５
０
０
円
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。（「
ま
す
だ
民
報
」
よ
り
） 

橘
ふ
み
両
松
江
市
議
が
同
席

し
ま
し
た
。（
写
真
） 

参
加
者
し
た
看
護
師
ら
は

「
３
交
代
夜
勤
で
月
１
０
回

以
上
夜
勤
す
る
看
護
師
が
４

６
％
に
も
上
っ
て
い
る
」「
体

も
心
も
休
ま
ず
、
へ
と
へ
と

に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
現
場

の
厳
し
い
実
態
を
告
発
。
▽

労
働
時
間
の
上
限
規
制
や
勤

務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
確

保
、
夜
勤
回
数
の
制
限
な
ど

実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
の

財
政
支
援
▽
公
立
・
公
的
病

院
を
拡
充
・
強
化
し
、
保
健

所
の
増
設
な
ど
公
衆
衛
生
体

制
の
拡
充―

な
ど
を
要
望
し

ま
し
た
。 

県
健
康
福
祉
総
務
課
の
奥

原
徹
課
長
は
「
感
染
状
況
を

注
視
し
、
国
、
都
道
府
県
、

医
療
機
関
と
連
携
し
、
物
価

高
騰
対
策
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
回
答
。
医
療
政
策

課
の
内
部
宏
課
長
は
「
人
員

確
保
も
含
め
、
県
と
し
て
の

対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。 

今
国
会
で
公
職
選
挙
法

の
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

衆
院
小
選
挙
区
を
１
０
増

１
０
減
し
、
１
４
０
の
選
挙

区
の
区
割
り
を
変
え
る
と

い
う
内
容
で
す
。
小
選
挙
区

制
度
の
下
で
は
１
票
の
価

値
の
平
等
を
図
る
た
め
に

今
後
も
繰
り
返
し
同
様
の

改
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
小
選
挙
区
制

は
廃
止
し
、
民
意
を
反
映
す

る
選
挙
制
度
へ
の
抜
本
的

な
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
今
度
の
改
定
で
は

広
島
、
岡
山
、
山
口
の
各
小

選
挙
区
が
一
つ
ず
つ
減
り
、

比
例
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
定

数
も
一
減
と
な
り
ま
し
た
。

中
国
地
方
全
体
で
４
つ
も

議
席
が
減
っ
た
の
は
、
ブ
ロ

ッ
ク
単
位
で
は
全
国
一
の

減
少
数
で
す
。
そ
れ
だ
け
、

こ
の
地
域
の
住
民
が
減
っ

て
い
る
、
住
め
な
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

私
た
ち
が
住
む
こ
の
地

域
を
見
渡
せ
ば
、
岩
国
米
軍

基
地
の
拡
大
が
中
国
地
方

全
土
に
爆
音
は
じ
め
耐
え

難
い
被
害
を
も
た
ら
し
、
島

根
原
発
再
稼
働
や
上
関
原

発
新
建
設
が
全
く
の
無
責

任
に
押
し
進
め
ら
れ
、
新
自

由
主
義
の
猛
威
は
私
た
ち

の
町
か
ら
病
院
も
学
校
も

鉄
道
ま
で
も
奪
お
う
と
し

て
い
ま
す
。
第
一
次
産
業
へ

の
支
援
切
り
捨
て
で
田
畑
、

山
林
の
荒
廃
を
放
置
す
る

一
方
、
中
国
山
地
で
は
各
地

で
大
規
模
発
電
施
設
や
産

廃
処
分
場
の
建
設
な
ど
環

境
破
壊
の
激
し
い
乱
開
発

が
。
ま
た
最
低
賃
金
の
低
さ

も
若
者
の
こ
の
地
域
へ
の

定
着
を
阻
む
要
因
に
な
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

岸
田
政
権
に
対
す
る
期
待

か
ら
失
望
、
怒
り
へ
の
流
れ

は
ど
の
地
域
よ
り
も
激
し

い
と
も
感
じ
ま
す
。
こ
れ
ら

来
春
の
統
一
地
方
選
挙
と

次
の
国
政
選
挙
の
勝
利
へ
、

中
国
５
県
の
日
本
共
産
党
は

１
１
月
１
８
日
、
地
方
議
員

を
先
頭
に
各
地
で
宣
伝
し
、

「
改
憲
反
対
、
物
価
高
騰
か

ら
暮
ら
し
と
経
済
の
立
て
直

し
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

松
江
市
で
は
尾
村
利
成
県

議
、
舟
木
健
治
、
橘
ふ
み
両

市
議
ら
が
宣
伝
し
ま
し
た
。

（
写
真
） 

党
県
議
団
が
行
っ
て
い
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
暮

ら
し
が
苦
し
く
な
っ
た
」
と

回
答
し
て
い
る
人
が
多
数
を

占
め
て
い
る
と
し
て
「
物
価

高
騰
か
ら
暮
ら
し
と
経
済
を

立
て
直
す
た
め
に
、
賃
上
げ

を
軸
に
消
費
税
減
税
、
イ
ン

ボ
イ
ス
の
中
止
、
社
会
保
障

と
教
育
の
負
担
軽
減
に
向
け

力
を
合
わ
せ
よ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

尾
村
県
議
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
「
島
根
原
発
の
稼
働

は
や
め
て
ほ
し
い
」
「
省
エ

ネ
・
再
エ
ネ
の
推
進
を
」
な

ど
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
報
告
。
岸
田

政
権
が
す
す
め
る
原
発
運
転

期
間
「
原
則
４
０
年
ル
ー
ル
」

の
削
除
方
針
の
撤
回
を
求
め

る
と
と
も
に
、「
原
発
の
な
い

安
全
・
安
心
の
松
江
の
実
現

へ
力
を
尽
く
す
」
と
訴
え
。 

出
雲
市
で
は
、
大
国
陽
介

県
議
、
同
市
議
団
が
宣
伝
し

ま
し
た
。 

島
根
県
医
療
労
働
組
合
連

合
会
（
森
山
篤
士
委
員
長
）

は
１
１
月
１
６
日
、
県
に
コ

ロ
ナ
禍
の
医
療
・
介
護
現
場

の
窮
状
を
訴
え
、
県
民
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
に
看
護

師
・
介
護
職
員
の
配
置
基
準

を
抜
本
的
に
改
善
し
、
大
幅

増
員
と
賃
上
げ
を
支
援
す
る

よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
の
尾
村
利
成
、
大
国

陽
介
の
両
県
議
、
舟
木
健
治
、

一
つ
ひ
と
つ
に
住
民
の
憤

り
が
蓄
積
し
、
加
え
て
河
井

大
買
収
事
件
に
続
き
寺
田

前
総
務
相
の
「
政
治
と
カ

ネ
」
問
題
や
自
民
党
と
統
一

協
会
と
の
癒
着
と
地
方
政

治
に
対
す
る
反
動
的
影
響
、

核
兵
器
禁
止
条
約
や
「
黒
い

雨
」
の
歴
史
的
な
た
た
か
い

で
大
き
く
広
が
る
被
爆
地

の
願
い
と
の
矛
盾
な
ど
に
、

か
つ
て
な
い
怒
り
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
中
国
地
方
こ

そ
新
し
い
政
治
を
生
み
出

す
夜
明
け
前
で
あ
り
、
住
民

は
希
望
と
夜
明
け
を
求
め

て
い
ま
す
。
統
一
地
方
選
で

勝
利
し
さ
ら
に
総
選
挙
へ
。

比
例
定
数
減
な
ど
本
当
に

勝
つ
と
き
に
は
余
り
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。
初
当
選
は
８

位
で
勝
ち
ぬ
き
ま
し
た
か

ら
。
今
年
も
あ
と
一
か
月
。

仲
間
づ
く
り
へ
ま
い
進
し

ま
す
。（
１
１
月
２
４
日
記
） 

１２月４日（日） １４：３０～１６：３０ （開場１４：００） 

島根県民会館・大会議室 入場無料 
 
●オープニング・ピアノデュオ １４：３０～ 

●記念講演「生健会運動のこれまでとこれから」 １５：００～ 

講師：吉田松雄氏（全国生活と健康を守る会連合会 会長） 

主催：松江生活と健康を守る会 


